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現行計画［平成２８年３月］ 北陸圏・中部圏の広域連携プロジェクト

【北陸圏広域地方計画】
■暮らしやすさに磨きをかけ更に輝く新・北陸

■三大都市圏に近接する特性を活かし、

日本海・太平洋２面活用型国土形成を牽引する新・北陸

１．北陸圏・中部圏広域連携プロジェクト

（１）まるっと北陸・中部観光
魅力増進プロジェクト

（２）広域物流ネットワーク
（日本海～太平洋）構築 プロジェクト

（３）環白山・環北アルプス
広域エコロジープロジェクト

（４）隣接圏域との産学官連携による
新産業拠点形成プロジェクト

（５）広域防災・災害応援
ネットワークプロジェクト

【中部圏広域地方計画】
暮らしやすさと歴史⽂化に彩られた

“世界ものづくり対流拠点－中部”

１．ものづくり中部・世界最強化プロジェクト

環太平洋・環日本海に拓く
一大産業拠点形成

３．新たな観光交流おもてなしプロジェクト

「昇龍道プロジェクト」の推進

６．中部・北陸圏強靱化プロジェクト

太平洋・日本海２面活用型国土構築

産業 ﾈｯﾄﾜｰｸ

観光

防災防災

産業

環境

ﾈｯﾄﾜｰｸ

観光
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２

〇コンポジットハイウェイコンソーシアムは、東海北陸地域を中心に、炭素繊維複合材料に関する研究開発
から生産・加工・組立までを行う一大拠点・産業集積の形成を目指し活動を展開。

○日本酒をはじめとした地元地域産食品を、中部国際空港から海外へ輸送する実証実験を実施。

▼コンポジットハイウェイコンソーシアム

［コンポジットハイウェイコンソーシアムが開催するセミナーの例］

出典：コンポジットハイウェイコンソーシアムHP

【産業・ﾈｯﾄﾜｰｸ】ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄﾊｲｳｪｲｺﾝｿｰｼｱﾑ・地元地域産食品の輸出促進

▼地元地域産食品の輸出促進

コンポジット関連産業に関する産学官オールジャパンのネット
ワーク構築と先端技術開発により関連市場の創出及び拡大に
向けて、平成26年より複合材分野における研究開発拠点及び
産業技術総合研究所・公共試験研究機関等が連携し活動中。

・名古屋大学
ナショナルコンポジットセンター
・岐阜大学

Guコンポジット研究センター
・岐阜県産業技術総合センター
ぎふ技術革新センター
・知の拠点あいち
・三重県工業研究所
・名古屋市工業研究所
・静岡県工業技術研究所
浜松工業技術支援センター
・産業技術総合研究所
中部センター

・金沢工業大学
革新複合材料研究開発センター
・富山県工業技術センター
・石川県工業試験場

北陸中部

・広島県立総合研究所

生産者

日本酒をはじめ両圏域で生産される農林水産品・食品について、
知名度の向上と販売促進、輸送の効率化に係る課題の抽出を
目的に、中部国際空港から輸出する実証実験を実施。

中部国際空港

消費者

上海、台湾、
シンガポール等

参画機関

事例

中部圏・北陸圏



【観光】昇龍道プロジェクト

３

〇中部北陸９県の自治体、観光関係団体、観光事業者等が協働して、
平成２４年より「昇龍道プロジェクト」を推進。

〇広域的なプロモーションを推進し、コロナ禍前までは外国人宿泊者数の伸びが全国を上回る。
○持続可能な観光地域づくりを進めると共に、高付加価値化や長期滞在により旅行消費額の拡大が必要。

昇龍道ミッション団の派遣、海外へのプロモーション

＜タイへのミッション団派遣（H29.9）＞

◆主な活動内容
①表敬訪問
タイ観光サービス協会、タイ国際航空、タイ・エアアジアX等
②マーケット勉強会の開催
講師：JNTOバンコク事務所長、タイ観光サービス協会最高顧問
③観光セミナー、商談会、交流会の開催
現地の旅行会社・メディア４１名が参加

＜JAPAN ROADSHOW 2018 Sydneyへの参加＞

• 昇龍道エリアが一体となったオ－ストラリア市場へのプロモー
ションは初。昇龍道エリアから中央日本総合観光機構を始め１１
団体が参加。昇龍道エリア全体で、１７９件の商談・面談を実施。

• 翌日、旅行商品造成に向けた 「Central Japan」の紹介を含めた
エリアプロモーションを行うため、シドニー市内の旅行エージェント
２社へセールスコールを実施。昇龍道エリアから7団体が参加。

国内在住メディアの招請

旅行エージェントへのセールスコールの様子

観光のさらなる質の向上 観光地域づくり人材育成研修

（中央日本総合観光機構）エリア内の実務者を対象に観光現場
等で活躍する講師によるテーマ別講
義・講演と、中央日本エリア内の先進
事例視察等により、最新のインバウンド
振興を知見やノウハウの習得し、エリア
内の観光交流を牽引していく人材ネット
ワークの形成を目指し開催。

期間：令和４年９月～令和５年３月
人数：エリア内９県の観光実務者25名
（自治体、DMO等観光団体、観光
事業者等から選抜）

商談会の様子

ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン
で３つ星として紹介されている、日本屈
指の観光資源（世界遺産・国宝等）を
有する北陸・飛騨・信州３つ星街道（金
沢・南砺・白川・高山・松本）の伝統文
化、自然・国立公園（山岳リゾート）、食
文化など、様々な魅力ある観光素材を
イギリス市場に向けて紹介するため、
国内在住メディアを招請。

［芸妓体験］

出典：昇龍道の現況及び令和４年度の活動報告（昇龍道プロジェクト推進協議会）

（北陸信越運輸局、北陸・飛騨・信州３つ星街道観光協議会）

【成果】 中部国際空港⇄バンコク線ダブルデイリー化

（ H30年7月～タイ国際航空）

事例

※現在は1便/日



４

【環境】野生生物の生息環境や生態系の保全・管理等の推進

〇ツキノワグマの適正な保護管理･被害防止として管理計画に基づき広域的な保護管理を実施
○北アルプス周辺における希少動植物の保護や自然環境の保全を推進

▼ツキノワグマの適正な保護管理･被害防止

・富山県、石川県、福井県、岐阜県、滋賀県では、クマの生息域を「白
山・奥美濃保護管理ユニット」として、各県が共同して実態を調査し、
保護管理ユニット全体の目標や保全対策を計画している。

○白山・奥美濃保護管理ユニットにおける広域保護管理

［白山・奥美濃保護管理ユニット］

出典：第３期石川県ツキノワグマ管理計画(石川県)

○白山・奥美濃地域ツキノワグマ広域保護管理指針（H21.3）
○富山県ツキノワグマ管理計画（第4期）（R4.3）
○第3期石川県ツキノワグマ管理計画（R4.3）
○第3期福井県第一種特定鳥獣保護計画（ツキノワグマ）（R4.3)

【ツキノワグマの保護管理計画】

：1978年のみ生息

：2003年のみ生息

：1978年および2003年生息

▼希少動植物の保護・自然環境の保全

・中部森林管理局では、北アルプスの国有林で、希少な高山植物等
の保護や山岳環境の美化を目的としたパトロールを行っている。

○高山植物等保護パトロールの実施

［グリーンロープの設置］ ［ゴミ拾い］

・環境省では令和2年4月に「第二期ライチョウ
保護増殖事業実施計画」（計画期間：令和2
年4月～令和7年3月）を作成し、ライチョウの
保護増殖事業を進めている。

○ライチョウ保護増殖事業の推進

出典：令和4年度（2022）高山植物等保護パトロール活動報告(富山森林管理署)

［ライチョウ公開展示ポスター］

出典：ライチョウ保護増殖事業 (環境省信越自然環境事務所)

【実施する事業内容】
・生息域内保全（生息状況の把握 等）
・生息域外保全（飼育・繁殖技術の向上 等）
・野生復帰及び移植
・普及啓発の推進
・人材育成及び実施体制の強化

事例



【防災】リダンダンシーの確保・防災ネットワークの構築

５

〇南海トラフ地震など太平洋側の大規模災害時に、日本全体のサプライチェーンを維持していくため、
北陸地域の港湾による代替輸送計画を策定し、模擬訓練等を実施。

〇富山県や福井県と岐阜県は、ドクターヘリの共同運航や相互応援運航に関する協定を締結し、
圏域を超えた広域的な防災・危機管理体制を構築･強化。

▼大規模災害時における港湾の代替補完機能の確保

○首都直下・南海トラフ巨大地震を想定した代替輸送訓練

・南海トラフ巨大地震を想定地震として、関東圏及び中京圏の企
業が北陸港湾で代替輸送を行うとした模擬訓練を実施している。

・太平洋側港湾利用荷主等で、災害時に企業の事業継続を考える
上で港湾の代替輸送に関心のある企業
①荷主 ②陸運（物流業者） ③海運事業者 ④倉庫業者
⑤船社 ⑥港湾管理者

【参加者】

< R4年度参加者数>
・R4年12/12(月) ： 首都直下地震 参加者 53人
・R4年12/13(火) ： 南海トラフ巨大地震 参加者 73人

［スタッフ訓練実施状況（オンラインにて実施）］

［北陸地域港湾による代替輸送のイメージ］

▼ドクターヘリの共同運航

・富山県と岐阜県はH27年7月に協定を締結

○富山県・岐阜県ドクターヘリ共同運航

・福井県と岐阜県はR元年5月およびR4年１０月に協定を締結

○福井県・岐阜県ドクターヘリ相互応援運航

［岐阜県ドクターヘリ］［福井県ドクターヘリ］

出典：福井県とのドクターヘリ相互応援運航に係る協定の締結（岐阜県）

［富山県ドクターヘリ］

事例



新たな国土形成計画（全国計画）概要

６

令和５年７月２８日策定



新たな国土形成計画（全国計画）

○日本海側・太平洋側二面活用等の広域圏内・広域
圏間の連結強化を図る「全国的な回廊ネットワー
ク」の形成

○デジタルとリアルが融合した地域生活圏の形成

〇広域圏間の交流・連携の強化及び相互調整

（抜粋）北陸・中部の両圏域・・・は、交通基盤整備
の進展等により日本海から太平洋にわたる
地域の一体感が強まりつつあるとともに、国
際観光ルートの構築を始め、産業、物流、
防災・減災、国土の保全・管理の一体的推
進等の共通の課題を有していることから、引
き続き、日本海から太平洋にわたる発展の
全体構想等について合同して検討すること
が求められる。

はじめに

第１部 新たな国土の将来ビジョン

第１章 時代の重大な岐路に立つ国土

第２章 目指す国土の姿

第３章 国土の刷新に向けた重点テーマ

第４章 横断的な重点テーマ

第２部 分野別施策の基本的方向

第１章 地域の整備に関する基本的な施策

第２章 産業に関する基本的な施策

第３章 文化・スポーツ及び観光に関する基本的な施策

第４章 交通体系、情報通信体系及びエネルギーインフラの

高質化に関する基本的な施策

第５章 防災・減災、国土強靱化に関する基本的な施策

第６章 国土資源及び海域の利用と保全に関する基本的な施策

第７章 環境保全及び景観形成に関する基本的な施策

第３部 計画の効果的推進及び広域地方計画の策定・推進

第１章 計画の効果的推進

第２章 広域地方計画の策定・推進

■国土形成計画（全国計画） 目次

※章以上抜粋

７



「シームレスな拠点連結型国土」の構築に向けた全国的な回廊ネットワークの形成

８



日本中央回廊による効果の全国的波及（イメージ）

９



「地域生活圏」の形成で変わる地域の姿（イメージ）
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